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介してほしい｡ 難しいのは駄目だ｡ 今日, 新宿ま
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でつきあえ｣ 紀伊国屋で本当に易しい, 薄い, し
かし, 有用な参考書を買った｡ 別れる時の言葉を

















































































































ても, 吉永さんが長崎に 『若い人』 の撮影にいら
した時に追っかけをしたと言うことである｡ 但し,










を読んだ｡ 民謡 『長崎ぶらぶら節』 を唄った愛八
さんと 『長崎学』 を始めた古賀重二郎さんの話で















で映画化するようである｡ 私は, 早速, お付き合
いのあった, 東映の岡田裕介さん (現東映社長)




て, 岡田さんは, 何度か, 吉永さんに会う機会を
設けてくれた｡ 製作発表会には, 長崎から, この
前お亡くなりなった, 伊藤一長市長も出席されて
いた｡ 今は, ご冥福をお祈りしたい｡ 日本アカデ
ミー賞では, 見事に最優秀主演女優賞を獲得され








ある｡ 私は, やられたと思った｡ 私の部下には,















らいの場所に, 何と, 古里家の墓所があった｡ 私
は, 小さい頃, しょっちゅうお墓参りに来たが,




のこと｡ 少しだけ, お話しをしたり, サインを頂
いたりした｡ サインをお願いすると, 部屋に持ち





私は, 54歳で, 思うところがあり, 突然丸紅
を辞めた｡ 次の仕事も決めておらず困ったが, 天
は自ら助くる者を助くの例えどおり, 大手の派遣
会社への就職が決まった｡ そこで, 三年, 一所懸










ところで, 学校は, システムの塊である｡ 以前
から, 存知よりの方から, 一度江戸川大学に遊び
にいらっしゃいとお誘いを受けていた私は, 喜ん
で大学を訪問した｡ 一頻り, 会社の話をし, 会社
の起用をお願いした｡ 責任者の中尾部長にもご紹


















であった｡ それは, 現場の裁量であるため, そこ
までは知らなかった｡ 収穫と言えば, それのみで,





われた｡ ｢え, そうなの｡ どこで聞いたの？｣ 既
に大学の中では, 決定していたようなのである｡



































た｡ 放送には, 地上波以外に, 放送用衛星を使用
する BS放送と通信用衛星を使用する CS放送等
がある｡ NHKは, 既に BS試験放送を始めてい
たので, これは, 放送界にとって, 大変な出来事
であった｡ 私の事業者魂が疼いた｡ 丸紅は, それ
まで殆ど, 放送界に進出していなかったからであ
る｡ ご存知のように, 放送業は, 法令に守られて





するや, 日本テレビ, TBS, フジテレビ, テレ
























かったのか, 生意気すぎたのか｡ そう思った｡ そ
の場は, それでお仕舞いであった｡
年が明け, 新年早々, 私は, 米国に出張したが,
そこに連絡が来た｡ テレビ朝日とトップ会談を行
うので, 帰国したら, その足で, 赤坂の料亭に直
行せよとのことであった｡ 差し回しのハイヤーで
場所に向かったが, 雪が酷かった｡ まるで, 忠臣
蔵の討入りだなと呟いた｡
料理屋には, ドン専務と丸紅から上司の常務と
取締役が出席していた｡ 早速, 専務が, ｢15パー
セント出せるかな｣ と言った｡ 常務 ｢出します｣
｢資本金が 250億円だから, 37億 5千万円だが,





中での苦労は, ここでは述べない｡ なにせ, 事業
計画も無い会社に, 37億 5千万円も出資をする
訳であるから｡ 社長と NHKの海老沢氏にも面会



















た｡ 一昨年か, お亡くなりなったが, 授業の関係
で, 葬儀に参列出来なかった｡ 慙愧の至りである｡
最近, ある人から, BS朝日が, 単年度黒字に






私は, 38歳くらいで, 営業に異動したが, そ
れまでは, 業務部に所属していた｡ 商社の業務部
とは, 自分で言うのもなんだが, 本当のエリート
集団である｡ 年商 10兆円の商社にとって, 産業
構造, 経済環境の変化などに対応し, どう戦略を
展開していくか, これを指導するのが業務部であ
る｡ 具体的な仕事は, 組織, 稟議, 制度, 経営計
画, 役員会事務局などを司る｡ 各社, 多少の違い
はあるが｡ 最も有名なのが, 伊藤忠の瀬島機関で
あろう｡ ここでは, これ以上は述べない｡










部は, 特に理解があり, 私は, どちらかと言うと




で, イラクは, 豊富な石油の存在により, 経済は,


















ある｡ 何も無くてもうるさいのに, 何と 7箱もの
ダンボールを運ぶこととなった｡ これを商社マン
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中で, 色々なことがあった｡ 私の前は, スチュワー
デス席で, アラビアンナイトに出てくるような絶
世の美女が座った｡ 途端に話しかけてきた｡ コン
ピニと聞こえた｡ 私は, 意味を捕まえかねた｡ 暫
らくして, 彼女は, 私を無視することとなった｡
多分, 英語の分からない駄目な人間と思ったので





ある｡ 食事は, 氷付けのお寿司のまがい物｡ 氷付
けの海老のお寿司は, 怖くて食べられない｡
暗い中を, ひたすら, フライトが続いた｡ なに
せ, どこに止まるか分からないのである｡
その内, 又, 降機の指示があった｡ どこだろう｡
ボンベイかどこか｡ なにやら, 不思議な音楽が流
れている｡ 立派な空港であった｡ バクダッドであっ







んでくる｡ 要するに, 中近東とは, そういう社会
なのである｡ 強いものが強いのだ｡ 私も, 直ぐに
戦うこととした｡ 睨むと人は入ってこないのだ｡





但し, 戦時中であり, 中には, 入って来られな







て, 係官はこういった｡ ｢税金は, 払えるか｣ ｢勿
論, 会社で払います｣ 確か, 三百ドルかであった｡





けた｡ 中には, 何と合計, 7台ものカメラが入っ
ていた｡ それに, 日本のテレビを録画した, 数本
のビデオテープが｡ もし, 見つかっていたら, 長
時間の事情聴取の上, 没収されていたことであろ
う｡ 先週来た, 人事の先輩は, たった一箱のダン
ボールを開封され, 全て没収されたそうである｡
きっと, アラーの神様がお怒りになったのだ｡





















うことは, 別に難しくは無いが, 要は, 条件であ
る｡ 売る方は, 高く売りたいし, 買う方は安く買
いたい｡ 当然のことである｡ それに, 売上高
1,000億円, 社員 600人以上, 関連会社数社, 借
入金 100億円以上の企業となると, 中に何がある
か分からない｡ 爆弾を抱えているようなものであ


















信頼の置ける人であった｡ 彼は, その後, 銀行で
取締役を務めた｡
先ず, 銀行が作成した, その年の利益計画を前
提に交渉をした｡ 利益計画であったが, 先ず, そ
れよりも, 利益が悪化した時には, 相手側に補















いては, 買収しないことで, 話が付いた｡ いくら
商社でも, 無理であると銀行も判断したからであ
る｡ 問題になったのは, 業界でもそれなりに有名
な, 周辺機器のメーカー, ロジテックである｡ 当
時, 数十億円の累積損失を抱えて, 大変であった｡
銀行としても, 販売を関東電子に依存している以














が, もし, 丸紅の中で, 保証を出してもいいとい
うことになっていて, 出してもらえないと, 後で
分かったときに自分の顔がつぶれるのです｣ ｢そ





この買収は, 結局, 一年を要したが, 当時, 商
社が秋葉原に進出したということで, 新聞などで,
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た｡ 人生そういうものだ｡ 私の手元には, 今となっ
ては使う気にもなれない, 金色の上場記念の, テ
レホンカード一枚が残されているのみだ｡






本来は, 通信用に打ち上げられた, CS (コミュ
ニケーション・サテライト) を利用して, 我国初
の多チャンネル衛星放送が開始されることとなっ
た｡ しかしながら, 本来は, 通信用であるから,
直接, 放送には使用できない｡ このため, 放送委
託事業者 (番組を制作する会社｡ いわゆる番組提
供会社) と受託事業者 (その番組を衛星に打ち上





フェク TVである｡ 実は, ここに至るまでには,
紆余曲折があり, 複雑であるので, この解説は,
又の機会に譲る｡
さて, 丸紅は, この機会をとらえて, CS放送
に取り組むこととなり, どのようなチャンネルが
いいのか, 内部で侃々諤々の議論を行った｡ サッ
カー, バラエティ等々案は多数あり, 又, 丸紅と
一緒に組みたいとの企業もあり, 具体的な検討も












誘い, 更に, ミステリー大手, 早川書房にも声を
かけて入って頂くことになった｡
ところが, である, これだけでは, 商売には,





















である｡ 若いけれど, 業界の著名人で, お洒落な
人である｡ 後で聞くと, 私は, その時大変な形相
であり, 断るとどうされるか怖いほどであったと
冗談交じりに話された｡













き合ったりした｡ 驚いたことに, 長崎で, ミステ
リ・オリエンテーリングが開催され, 参加したと
ころ, 私の出身中学が目標の一つであったりもし
た｡ 又, 同社の番組審議委員会の委員長が, 太田
前学長であったのも正に奇遇である｡
その後, 各員の努力もあり, 立派に黒字経営に
転換した｡ スカイパーフェク TV, ケーブルテレ
ビの中核チャンネルの地位を獲得するに至ってい
る｡ ところが, である, またまた, 驚くべきこと
が起った｡ あるパーティで, NHKの人から聞い
た話｡ 丸紅が, ミステリチャンネルを売却したの


































れなかったのか｣ と尋ねると, たった一言 ｢私は,
そういうことは嫌いだから｣ と話された｡ 又, 小











を頂いた｡ ｢派遣会社に決まった｣ というと, ｢一












会, フォーラム 80に参加した｡ 著名な学者や経
済人などが毎回講師を勤める, 異業種勉強会であっ
た｡ その勉強会のこと, 小島さんの講師の回であっ








私は, 遠慮なく使わせて頂いた｡ ところが, ある
時大渋滞で, 小島さんの出張からの帰社に間に合
わなくなった｡ 小島さんは, 他の車で, 会社に帰っ






鬼課長だった人である)｡ 例えば, ｢御鳳声｣ とい
う言葉も小島さんに教えて頂いた｡
小島さんの葬儀にも参列出来なかった｡ お詫び
の言葉も無い｡ 小島さんどうぞお許し下さい｡ そ
して今後もご指導下さい｡ 出来得れば, 私がなん
とか頑張っている旨を天国の小島さんに ｢御鳳声｣
してもらいたいものだ｡
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